
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月２２日 

学校名   文殊 幼小学校   

校長氏名  森本 則雄     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

 ③地域と連携し、ゴミの分別・リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・総合や社会の時間に、文殊地区の自然環境や地域のよさについて、１・２・３年生で学習します。

地球環境やゴミのリサイクルについて、高学年で学びます。 

  ・昨年度寄贈された環境カルタを掲示し、それを参考に、夏休みに、親子で環境カルタを作成します。 

②節水・節電の取り組み 

・環境の担当者が毎月学校の電気と水の使用量を調べ、校内に掲示し節電・節水を呼びかけます。 

・親子で「夏の節電大作戦」として、家庭での節電について、夏休み中の目標を立てます。次に、夏

休み後、その取り組み結果について、親子で振り返ります。 

 ③地域と連携して分別回収 

  ・アルミ缶や古紙、牛乳パック、瓶、インクカートリッジをＰＴＡや地域と連携して回収します。 

   

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 ・③の資源回収では、できるだけ親子で参加するように呼びかけ、親子の環境に関するコミュニケーシ

ョンを活発にし、家庭で協力する力を身につける。（コミュニケーション・協力） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月３０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  福井市文殊小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校で、節電・節水に努めます。 

③ 地域と連携しゴミの分別・リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・低学年は、文殊山の麓にあるビオトープに出かけたり、近くの小川や公園でザリガニ

や虫を採ったりしました。文殊地区の生物の多様性について学習しました。 

・４年生は地球の環境について学習し、「地球の水問題」や「絶滅動物」などについてグ

ループ学習し、発表をしました。５年生は、ペットボトルキャップの回収（全校対象）

を行い、そのことについて「総合的な学習の時間」にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②節電・節水の取り組み 

 

 

②節電・節水・ゴミの分別の取組 

・蛇口や電気のスイッチのある場所に節水や節電ポスターを掲示しています。また、毎

月、電気と水道の使用量を昨年の同月と比較して掲示し、節水・節電に努めました。 

ダンゴムシやカブトムシの

幼虫を発見 

資料２ 

地球の水問題や絶滅動物

について調査し、発表 

 
５年生全員がペットボトル

キャップを回収し、分類→業

者に持参 

文殊小のエコキャラクター

「エコ文」と「エコ姫」 

 
文殊小エコカルタの募集と

カルタ入選作品の掲示 
寄贈されたエコカルタの展

示やエコクイズなどの掲示 



 

③地域と連携しての資源収 

 ・地域のみんなが協力して、資源回収を行っています。児童の参加も多いです。 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③の資源回収では、親子で参加されるケースが目立ち、親子のふれあいになっていました（コ

ミュニケーション・協力）。 

ＰＴＡ・地域あげての資源

回収（年２回） 
たくさんの児童が資源回収

に参加 
資源回収では、牛乳パック

もたくさん回収 

節 電 ・ 節 水 ポ ス タ ー

 
｢燃えるゴミ｣｢燃えないゴ

ミ｣の分別。職員室の資源ゴ

ミ（ペットボトル、瓶、缶）

は分別し、係が自宅に持ち

帰ってリサイクル 

昨年度の同月と比較し、節

電・節水のできた月に貼ら

れた黄色シール。節電には、

かなりの効果有り。 

回収率増。使用済みインク

カートリッジの回収 
アルミ缶回収小屋。すぐに

満杯に 
１００円均一。制服・体操

服のリサイクルバザー 



 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 生活科や総合学習の時間に地域や地球の自然環境を学習することにより、児童の中

に地域や地球の自然環境に対する愛着や興味・関心がわいてきました。 

② 寄贈されたエコカルタの掲示や文殊エコカルタの募集は、児童自らが省エネなどの

意識や実践しようという意欲を高めている。 

③ アルミ缶や使用済みインクカートリッジの回収が地域に定着し、協力する家庭が増

えている。 

【改善点】 

① エコ活動に取り組む委員会が児童会活動の中にあるとよい。 

② 保護者や地域の方にも学校での取り組みを広めたり、学習活動などを発表したりす

る機会があるとよい。 


